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◇事務局（苅込） 

 皆様こんにちは。本日は、ご多用の中、ご出席いただきまして、ありがとう

ございます。定刻となりましたので、只今から平成 26年度鴨川市消防委員会を

開会させていただきます。 

本日、委員の皆様全員のご出席をいただいております。鴨川市消防条例第 17

条第 2 項に「委員の過半数が出席しなければ、これを開くことが出来ない」と

規定されておりますが、委員全員の出席をいただいておりますので、本会議は

成立をいたします。 

会議に先立ちまして、鈴木消防委員長からご挨拶をいただきます。 

 

◇鈴木委員長  

皆さん、こんにちは。本日はお忙しいなか、ご出席いただき、ありがとうご

ざいます。また、日頃より消防委員会をはじめ、消防団活動や市の消防防災行

事等にご支援いただいておりますこと、敬意を表します。 

本日の議題は、第一号議案から、第四号議案までありますので、皆様にご審

議いただきまして、ご意見をいただきたく、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

◇事務局（苅込） 

 ありがとうございました。続きまして、長谷川市長からご挨拶を頂戴いたし

ます。 

 

◇市長 

 皆さん、こんにちは。市長の長谷川でございます。委員の皆様方におかれま

しては、公私共にご多用の中、消防委員会にご出席を賜り、大変ご苦労様でご

ざいます。 

皆様方におかれましては、消防防災行政のみならず、本市行政に深いご理解、

ご協力を賜っておりますこと、重ねて敬意と感謝を申し上げる次第でございま

す。 

さて、本市の消防防災行政につきましては、消防力の強化を図るため、防火

水槽の新設や消防ポンプ自動車の更新のほか、市民の皆様が安心して暮らせる

まちづくりを目指し、地域防災計画の見直しや、自主防災組織の育成などを積

極的に推進してきたところでございます。 

本日の委員会の議題につきましては、第一号議案から、第四号議案まであり

ますので、忌憚のないご意見を頂きたく、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 また、委員の皆様方は、平成２７年３月末で２年の任期が終了する訳でござい 

ますが、今後も一層のお力添えを頂きたいとお願い申し上げますとともに、皆



様方のご健勝を祈念いたしまして、私のあいさつといたします。 

 

◇事務局（苅込） 

 ありがとうございました。早速議事に入らせていただきますが、消防条例 17

条第 1項に、会議は委員長が議長を務めると規定されておりますので、鈴木委

員長にお願いいたします。それでは、鈴木委員長よろしくお願いいたします。 

 

◇議長  

議長を努めさせていただきます鈴木でございます。皆様のご協力をよろしく

お願いいたします。 

本日の会議録の確認をしていただく委員を決めさせていただきたいと思いま

すが、私から指定させていただくということでよろしいでしょうか。 

～異議なしの声あり～ 

 

◇議長  

それでは、会議録の確認については、入野芳一委員にお願いしたいと思いま

すので、よろしくお願いします。 

それでは次第に基づきまして会議を進めさせていただきます。これより議事

に入ります。 

まず、はじめに第１号議案 平成 26 年度消防団事業実施状況について、及び

第２号議案 平成 26 年度消防関係決算見込については関連がございますので、

事務局から一括説明をお願いします。 

 

◇事務局（渡辺） 

 それでは私から説明させていただきます。第１号議案、平成 26年度消防団事

業実施状況についてですが、資料の 1ページをご覧下さい。この中で主だった

ものについてご説明いたします。まず４月の 20日ですが、幹部新入団員訓練を

陸上競技場駐車場で普通救命講習会を文化体育館で行いました。幹部新入団員

訓練では幹部団員 88名、新入団員 28名の参加をいただき、普通救命講習会に

は 29名の参加をいただきました。 

次に５月 18日に第 10回鴨川市消防操法大会を開催し、最優秀賞は第３支団

第５分団が受賞いたしました。引き続き６月 22日に鋸南町で開催されました第

33回安房支部消防操法大会に出場いたしましたが、千葉県大会の出場にはいた

りませんでした。 

次に 10月ですが、10月 19日に２回目の普通救命講習会を開催し、30名の参

加をいただきました。10月 29日は上級幹部研修として館山市の南総文化ホール

で開催された防災セミナーに本部役員 12名参加いたしております。 

次に 11月ですが、11月９日に秋の全国火災予防運動の一環として防火パレー

ドを実施し各支団ごとに消防車で主要道路を走行し、啓発運動をいたしました。

また同日、防災訓練を東条小学校で開催いたしております。 



また、11月 14日に全国女性消防団員活性化ちば大会が浦安市で開催され、鴨

川市から７名の消防関係者が参加いたしました。 

次に 1月ですが、1月６日には恒例の消防出初式を開催いたしました。 

また、今後になりますが、３月の１日から７日までは春の全国火災予防運動

が行われますので、広報かもがわに啓発記事の掲載や、防火チラシの配布等行

う予定です。 

つづきまして、第２号議案平成 26年度消防関係決算見込については資料の２

ページをご覧下さい。最初に、常備消防費ですが、支出見込額が 552,944,000

円、これは安房消防への負担金でございます。 

次に非常備消防費のうち、公用車費ですが、24,266,000円の支出を見込んで 

おります。内訳としまして、消防車両１台の購入費が 19,062,000円でして、第 

２支団第１分団２部、江見地区に配備いたします。その他、燃料代、車検代等

でございます。また、消防団運営事業費として 67,204,000円の内訳ですが、団

員報酬、活動手当、運営交付金等でございます。また、編み上げ安全靴を 640

足購入した金額が、4,769,280円となっております。 

次に、消防施設費ですが、消防施設維持管理事業費として 9,114,000 円です

が、これは詰所の修繕や光熱水費等でございます。また、東条地区の第 1 支団

第７分団１部の火の見やぐらの老朽化により、やぐらを撤去し、ホース乾燥塔

の設置工事をしたものが、1,126,332円となっております。また、消防用品購入

事業が 2,448,000 円、こちらは消火栓の器具箱や消防ホース等の購入をしてお

るものでございます。また、防火水槽新設事業費が 12,194,400円でして、本年

度は２基の防火水槽を建設中です。1基は一昨年大規模な火災がありました、嶺

岡林道沿いの二子への降り口に新設するものと、八丁地区の国道４１０号線の

改良工事に伴いまして、防火水槽の移転を行っておるものでございます。これ

につきましては、県から約 400万円の補償費が出ております。 

最後に災害対策費ですが、主だったものとして災害対策事業費といたしまし

て、14,422,000 円、内訳としまして、備蓄倉庫の備蓄品の購入や更新、防災マ

ップの作成料等でございます。また、防災行政無線維持管理事業費としまして

32,299,000 円、こちらは無線施設の修繕及び保守委託料、防災行政無線デジタ

ル化改修工事等で等でございます。また、防災ラジオを 1,000 台購入いたして

おります。総合計で、745,525,400円の支出見込みでございます。 

第１号議案及び第２号議案につきましては以上でございます。 

 

◇議長 

 只今、事務局から第１号議案 平成 26 年度消防団事業実施状況について及び

第２号議案 平成 26年度消防関係決算見込について一括説明がありました。質

疑・ご意見等ありましたら、よろしくお願いいたします。 

 



◇東島委員 

 災害対策費の防災ラジオ購入 1,000台の行き先はどのようになっているのか

説明をお願いします。 

 

◇事務局（滝口）  

 1,000台の内訳としまして、土砂災害警戒区域の住民に無償貸与したものが、

500台、残りの 500台につきましては、それ以外の方に有償貸与いたしておりま

す。 

◇吉田委員 

 編み上げ安全靴は団員全員に配布するのですか、そうであれば、出初め式で

全員に揃えて履いてもらいたい。 

 

◇事務局（渡辺） 

 服装規定の変更に伴いまして、実施するものでありまして、本年４月に入団

した団員には、すでに配布しております。残りの団員と 27年度に入団が決まっ

ている団員すべてに配付いたします。出初め式では揃えて履くようにします。 

  

◇議長  

他に質疑・ご意見等ございませんか。無いようですので、原案どおり承認い

たします。 

 

◇議長  

これより第３号議案 平成 27年度消防団事業計画案について及び第４号議案 

平成 27年度消防関係予算編成案については関連がございますので、事務局から

一括説明をお願いします。 

 

◇事務局（渡辺）  

それでは私から説明させていただきます。第３号議案 平成 27年度消防団事

業計画案についてですが、資料の３ページをご覧下さい。まず、現在決定して

いる行事ですが、４月 19日に幹部新入団員訓練と普通救命講習会を実施いたし

ます。 

次に５月 17日に第 11回鴨川市消防操法大会を実施いたします。また安房支

部大会は６月 21日、千葉県大会は７月 25日で決定しております。なお、県大

会の小型ポンプの部に安房支部を代表いたしまして、第３支団第４分団の出場

が決定いたしております。 

 次に 10月に２回目の普通救命講習会を開催し、また安房支部が主催します上

級幹部研修に参加します。 

続いて 11月には秋の全国火災予防運動に伴い、防火パレードを実施いたしま

す。また、防災訓練を実施いたします。 

 続いて 12月から恒例の夜警をおこないます。２回に分けまして、各分団の巡

視を市長、議長に行っていただきます。 

 続いて１月には恒例の出初め式を開催いたします。第３号議案につきまして



は以上のとおりです。 

続きまして、第４号議案について、ご説明いたします。資料の４ページをご

覧下さい。最初に常備消防費ですが、607,935,000円、こちらは全額安房消防へ

の負担金です。昨年比で約 10％弱増加しておるのは、職員 6名の増員もありま

すが、新庁舎の返済が来年度から始まるということによるものです。 

 次に非常備消防費ですが、公用車費が 12,512,000円、こちらは消防車両の更

新及び修繕、燃料代、車検や保険代等です。27年度は消防車両の更新は１台、

第２支団第５分団２部、畑地区を予定しております。また、消防団運営事業費

が 60,272,000円、こちらは、団員報酬、手当、交付金等でございます。 

 次に消防施設費ですが、消防施設維持管理事業費として 6,419,000円、こち

らは分団詰所の修繕費や光熱水費等でございます。また、防火水槽蓋かけ工事

を川代地区と仲町地区に、ホース乾燥塔設置工事を花房地区に、防火水槽撤去

工事を東町地区でそれぞれ予定いたしております。消火栓設置事業費として

4,895,000円、こちらは水道局に委託して、水道工事と併用して消火栓の新設や

修繕等を行うものです。二つ下になりますが、防火水槽新設事業費、27年度は

新設の予定はありませんが、今年度の宮山地区の防火水槽新設工事に伴います、

土地購入費及び登記委託料としまして 602,000円でございます。 

 最後に災害対策費でございます。上から３番目の災害対策事業費ですが、

11,878,000円、これはアルファ化米や保存飲料水等、備蓄品の購入及び更新の

費用でございます。次の防災行政無線維持管理事業費ですが、26,941,000円、

こちらは無線施設の修繕及び保守点検委託、先ほど質問のあった防災ラジオの

購入は 500台を予定しております。最後の自主防災組織補助事業費が 2,000,000

円、こちらは、自主防災組織が防災対策事業を行った場合に 20万円を上限に補

助金を交付しておるものでございます。総計で 735,908,000円でございます。

以上で説明を終わります。 

 

◇議長  

只今、第３号議案 平成 27年度消防団事業計画案について及び第４号議案 

平成 27年度消防関係予算編成案について一括説明がありました。質疑、ご意見

等ありましたら、よろしくお願いいたします。 

 

◇長谷川委員  

消防車の更新が 1台だけですが、20年で更新していると聞いておりますが、

その辺は大丈夫でしょうか。 

 

◇事務局（渡辺）  

今回更新の車両につきましては、所轄分団が２部制で、当初は部制を廃止し

車両を１台にする計画だったのですが、地元地区から強い存続要望がございま

して、27年度の更新に至ったところであり、軽車両を計画しております。現在

車両の更新は 20年を目途に実施しており、次年度は 20年に該当する車両があ

りませんので、20年は経過しております今回の車両の選定にいたりました。 

 



◇議長  

他に、質疑等ございませんか。無いようですので、原案どおり可決いたしま

す。 

皆様のご協力のもと、第１号議案から第４号議案まで審議が終了いたしまし

た。以上をもちまして、私の議長としての職務を解かさせていただきます。ご

協力ありがとうございました。 

 

◇事務局（苅込）  

委員長ありがとうございました。続きまして、会議次第の５番目として、そ

の他でございますが、事務局より２点ほど、説明いたします。 

 

◇事務局（渡辺）  

１点目ですが、平成 26年の火災発生状況の報告をいたします。資料の５ペー

ジをご覧下さい。昨年は合計で 37件の火災が発生いたしました。出動時間の欄

に事後聞知とありますのは、火災が消火されてからの通報や後に発見されたも

のでございます。火災の発生状況につきましては以上です。 

 

◇事務局（苅込） 

２点目ですが、委員の皆様方におかれましては、平成 27年３月末をもちまし

て、２年任期が終了いたします。平成 27年度、28年度の委員の選定ですが、事

務局といたしましては皆様再任していただきたいと思っておりますが、ご意見

等ございましたらお願いいたします。 

 

◇礒貝委員 

皆さんそれぞれ事情があるでしょうから、事務局で個々に話をしたらどうで

しょうか。 

 

◇事務局（苅込） 

それでは、４月に委嘱状を出すこともありますので、個々に伺いますのでよ

ろしくお願いします。 

 

◇事務局（苅込） 

他に何かございますか。せっかくですからいろいろなご意見等伺えればと思

いますが、どうでしょうか。 

 

◇長谷川委員  

操法大会で第３支団は長狭地区の後援会の方々がたくさん見えますが、招待

しているのですか。 

 

◇事務局（渡辺） 

出初め式については市内のすべての防災会長に通知をしておりますが、操法

大会では通知はしておりません。 



 

◇長谷川委員 

第４支団も後援会がありますので、ぜひ操法大会を見てもらって、消防に理

解をいただくのに良い場だと思って聞いてみました。最近は団員確保がむずか

しく、４支団としても検討します。 

 

◇礒貝委員 

 第３支団は操法大会時に、後援会費を各分団に渡すこともあり、後援会の一

員である各区長が来ています。団員確保については、東島団長のときに、いろ

いろ工面していただいたが、統合等の見直しをしなければいけない時期にきて

いると思います。 

 

◇田代委員 

団員確保についてはＯＢの団員を利用した機能別消防団員がよいと思います。

君津市の出初め式に行ったところ、市役所分団というのがありました。鴨川市

は消防団を退団した職員が多数いるようですので、その方々で機能別消防団を

作ってみたらどうでしょうか。 

 

◇市長 

団員確保につきましては、市としましても課題であります。職員にも積極的

に入団を推進しておりまして、採用時にも面接で消防団の入団の意思があるか

と聞くのですが、その時は「はい」と答えるのですが、いざ採用されてしまう

と、入団を拒んだりするものがいたりするのが現状です。現在、副市長を中心

に職員の入団を積極的に推進しておるところでもございます。 

また、皆様からのお話しはありませんでしたが、平成 27年の予算編成案を見

ますと非常に前年比で減額しているものが多く、大丈夫かといったところでご

ざいますが、これは予算編成上、当初は付きにくいものもございまして、補正

予算で付けていくものも多数ありますので、その辺を理解していただきたいと

思います。 

 

◇事務局（滝口） 

事務局といたしましても、ご要望があれば、補正予算で随時予算要求いたし

ていきますので、ご理解願います。 

 

◇礒貝委員 

出初め式のフラワーセンターでの祝宴である議員に言われた事ですが、式典

中にガムを噛んでいるものが見受けられたと、また、ピアスをしているものも

どうかと、私としてはガムはどうかと思いますが、ピアスはしょうがないと思

いますがどうでしょうか。 

 

◇吉田委員 

ガムはいいものと思いませんが、ピアスまで、どうのと言うことはできない



でしょう。 

 

◇田代委員 

ガムは注意するようにします。 

 

◇事務局（苅込）  

 他にありませんか。長時間にわたりご審議いただきましてありがとうござい

ました。以上を持ちまして、平成 26年度鴨川市消防委員会を閉会させて頂きま

す。本日は、ご多用の中、誠にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鴨川市付属機関等の会議の公開に関する実施要領第７条第３項の規定により、

会議録の確認をします。 

 

 

 

会議録署名人   氏名  入野 芳一  ㊞ 


